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お兄ちゃん・お姉ちゃんとさつまいもを植えたよ!!

　６月７日、腹赤小学校では、同小児童と腹赤保育所園児がさつ
まいもの植え付け作業を行いました。
　これは、同保育所との交流を通して思いやりの気持ちや食べ物
の大切さを身につけることを目的として、総合的な学習の時間の
中で行われたものです。
　この日は、３年生の児童と園児など約 70人が参加し、児童２
人と園児１人が３人１組になり先生の指示を受けながら作業を行
いました。子どもたちは、３人で協力してきちんと植え付けるこ
とができました。
　また、秋には、一緒に収穫を行う予定とのことでした。

～腹赤小児童と腹赤保育所園児が交流～
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「
男
女
が
、
と
も
に
尊
重
し
合
い
・
互
い
に
助
け
合
い

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
」

長
洲
町
男
女
共
同
参
画
計
画
（
仮
称
）
の
策
定
を
検
討
中
！

「
男
女
が
、
と
も
に
尊
重
し
合
い
・
互
い
に
助
け
合
い

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
」

めざす姿

　

人
は
誰
も
が
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊
ば
れ
、
伸
び
や
か
で
充
実
し
た
人

生
を
送
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
等
し
く
政
策･

方
針
決
定
過
程
に
参
画
し
、

そ
の
利
益
を
享
受
す
る
と
と
も
に
、
責
任
を
担
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体
は
自
ら
の
判

断
と
責
任
の
下
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
行
政
の
推
進
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

長
洲
町
で
も
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
の
進
展
、
地
域
社
会
の
変
化
な
ど
、

時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
た
、
多
様
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
活
力
を
高
め
、
地
域
に
住
む
男
女
が
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会（
男
女
共
同
参
画
社
会
）を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
の
も
と
、
平
成
16
年
度
に
行
っ
た「
住
民
意
識
調

査
」の
結
果
を
参
考
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
促
進
の
た
め
の
総
合
的

な
計
画
と
し
て
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
た「
長
洲
町
男
女
共
同
参
画
計

画
」（
仮
称
）を
本
年
度
策
定
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
よ
い
計
画
づ
く
り
の
た
め
、
今
回
計
画
の
基
本
的

な
内
容
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
本
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

感
想
を
募
集
し
ま
す
。

基
本
目
標
１

男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発

　

住
民
意
識
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
認
識
や

理
解
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
関
心

の
低
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
も
残
っ
て
い
る
中
、
草
の
根
の

啓
発
活
動
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が

真
に
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
お
互
い
に
、自
立
・
協
力
し
、

認
め
あ
い
な
が
ら
、
い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
男
女
共
同

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取

組
み
が
必
要
で
す
。

⑴
あ
ら
ゆ
る
場
で
の
男
女
共
同
参

　

画
意
識
づ
く
り

●
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

　

た
講
演
会
や
講
座
の
開
催

●
世
代
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

　

催

⑵
固
定
的
役
割
分
担
の
見
直
し

●
＊〝
主
夫
の
日
〞（
又
は〝
気
づ
き

　

の
日
〞）の
設
置

●
慣
習
・
習
慣
の
見
直
し

基
本
目
標
２

男
女
の
人
権
の
尊
重

　

住
民
意
識
調
査
結
果
で
は
、
職

場
や
家
庭
、
地
域
社
会
に
お
け
る
慣

習
な
ど
、
教
育
の
場
以
外
の
社
会

全
体
を
見
た
時
に
、「
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
又
は「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
不
平
等
感
を
持
っ
て
い
る
人

が
ま
だ
ま
だ
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を

重
ん
じ
、
男
女
の
差
別
を
な
く
し
、

男
性
も
女
性
も
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
、
個
性
と
能
力
を
自
由
に
発

揮
で
き
る
機
会
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

⑴
男
女
の
個
性
と
能
力
を
尊
重
す

　

る
意
識
づ
く
り

●
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力

　

の
撤
廃

⑵
安
心
で
き
る
生
活
環
境
づ
く
り

●
人
権
教
育
の
充
実

基
本
目
標
３

家
庭
・
仕
事
と

育
児
の
両
立
支
援

　

夫
婦
と
も
就
業
す
る
家
庭
や
、

若
い
世
代
の
み
の
家
庭
な
ど
の
増

加
に
伴
う
育
児
不
安
や
精
神
的
、

身
体
的
負
荷
を
考
慮
し
、
男
女
の

職
場
生
活
と
家
庭
生
活
が
両
立
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

⑴
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ー

　

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

●
育
児
・
介
護
・
福
祉
支
援
制
度
の

　

推
進

基
本
目
標
４

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進

　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
自
分
ら

し
く
様
々
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

社
会
制
度
や
慣
行
を
見
直
し
、
家

庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画

の
推
進
が
必
要
で
す
。

⑴
政
策
の
場
や
方
針
決
定
の
場
へ

　

の
女
性
参
画
の
拡
大
推
進

●
政
策
や
方
針
決
定
の
場
へ
の
女

　

性
登
用
の
促
進

⑵
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
や
グ
ル

　

ー
プ
の
育
成

●
＊
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
向
上

●
地
場
産
業
に
お
け
る
男
女
共
同

　

参
画
の
推
進

■
主
な
用
語
の
説
明

＊〝
主
夫
の
日
〞（
又
は〝
気
づ
き
の

日
〞）
と
は
、
長
洲
町
独
自
の
特
定

の
日
と
し
て
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
個
々
人
の
小
さ
な
取
組
み
を

促
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の

気
づ
き
を
図
る
た
め
の
も
の
。

＊
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
は
、
個
々
の

獲
得
可
能
な
能
力
や
技
能
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
。

＊
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
、
女

性
が
自
ら
の
状
況
の
な
か
で
問
題

を
自
覚
し
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
て

い
る
社
会
の
構
造
に
気
づ
き
、
変

え
よ
う
と
行
動
す
る
た
め
の
能

力
・
意
欲
を
つ
け
る
こ
と
。

　

長
洲
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
で
は
、
本
年
９
月
末
の

「
長
洲
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」（
仮

称
）策
定
に
向
け
、
基
本
理
念
や
基

本
目
標
、
基
本
的
な
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
計
画
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
計
画
の
中
間
報
告

と
し
て
、
計
画
の
中
心
と
な
る
基

本
的
な
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

男
性
も
女
性
も
、
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

や
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

計
画
を
検
討
す
る
際
に
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
々
の
ご
意
見
に
対
す

る
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
計
画（
案
）
に
つ
い
て
、
ご

意
見
な
ど
の
あ
る
方
は
、
次
の
方

法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法　

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
ご
意
見

な
ど
を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま
で

持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ―

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

７
月
31
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒
８
６
９―

０
１
９
８　

長
洲
町

役
場
総
務
課（
内
線
２
１
３
）・

Ｆ
Ａ
Ｘ　
78 

１
０
９
２
・E-m

ail:

soum
u@
tow
n.nagasu.lg.jp

●
男
性
の
育
児
参
加
の
促
進

●
＊
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
支

　

援

意
見
の
提
出
方
法
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まちの話題まちの話題
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まちの話題まちの話題

　

５
月
14
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
平
成
18
年
度
玉
名
郡
体
育
指
導
員
協

議
会
総
会
及
び
地
区
別
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
は
、
玉
名
郡
内
の
体
育
指
導

委
員
が
一
堂
に
会
し
、
玉
名
郡
内
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
充
実
・
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

市
町
村
合
併
に
よ
り
本
年
度
か
ら
4
町
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
会
で
は
、

長
洲
町
出
身
で
、
桜
美
林
高
校
を
監
督
と
し

て
率
い
て
夏
の
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
全

国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
（
現
）
有
明
高
校
野

球
部
監
督
の
濱
田
宏
美
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
荒
尾
消
防
署
長
洲
分
署
の
指
導
に

よ
る
応
急
措
置
法
の
実
技
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
18
年
度
玉
名
郡
体
育
指
導
員
協
議
会
総
会
及
び
地
区

別
研
修
会
が
開
催
〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
・
普
及
を
目
指
し
て
〜

▲熱心に聞きました ▲研修会の様子

　

５
月
24
日
、
長
洲
小
4
年
生
が
、
き
ん
ぎ
ょ

村
で
金
魚
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
洲
養
魚
組
合
（
松
尾
敏
之
組

長
洲
小
児
童
が
金
魚
に
つ
い
て
勉
強
〜
総
合
的
な
学
習
の
時
間
〜

合
長
）
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
産
業
を
知

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
60
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
同

組
合
員
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、「
品
種

改
良
の
や
り
方
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。」「
子

ど
も
と
親
を
別
々
に
入
れ
て
い
る
の
は
ど
う

し
て
で
す
か
。」
な
ど
と
熱
心
に
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
任
の
先
生
は
、「
子
ど
も
た
ち

は
、
１
学
期
の
間
を
か
け
て
長
洲
の
金
魚
に

つ
い
て
勉
強
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
学
ん
だ

こ
と
を
ま
と
め
て
、
発
表
す
る
予
定
で
す
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
玉
名
市
・
長
洲
町
・
南
関
町
・

和
水
町
（
旧
５
ヵ
町
）
の
清
掃
施
設
「
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
」
の
落
成
式
が
、
同

施
設
内
プ
ラ
ザ
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
市
３
町
の
市
町
長
・
議
長

な
ど
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
橋
本
町
長
、
前
畑
代
表
理
事
（
荒
尾
市
長
）

の
挨
拶
、
駒
崎
熊
本
県
玉
名
地
域
振
興
局
長

の
来
賓
挨
拶
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
施
設
に
は
、
ご
み
焼
却
施
設
・

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
・
プ

ラ
ザ
施
設
が
あ
り
、
既
に
４
月
か
ら
稼
働
し

て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
（
清
掃
施
設
）
落
成
式

▲挨拶する橋本町長

　

５
月
21
日
、
和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
61
回
玉
名
郡
民
体
育
祭
（
陸
上
の
部
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
本
年
よ
り
玉
名
郡

４
町
と
玉
名
市
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
の
１
市

４
町
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
洲
町
か
ら
も
、
選
手
・
役
員
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
一
生
懸
命
な
姿
に
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
男
子
２
位
、
女
子
２
位
、

総
合
で
２
位
と
躍
進
し
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
長
洲
町
の
上
位
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
総
合
の
部

・
男
子
２
位
・
女
子
２
位
・
総
合
２
位

・
男
子
４
０
０
ｍ
Ｒ
（
30
才
〜
39
才
）　

１
位

・
男
子
４
０
０
ｍ
Ｒ
（
50
才
〜
59
才
）　

２
位

・
小
学
生
リ
レ
ー
（
男
子
）　

２
位

・
小
学
生
リ
レ
ー
（
女
子
）　

３
位

第
61
回
玉
名
郡
民
体
育
祭
（
陸
上
の
部
）
が
開
催

〜
総
合
２
位
の
好
成
績
〜

○
個
人
の
部
【
ト
ラ
ッ
ク
競
技
】

・
女
子
１
０
０
ｍ
（
35
才
〜
49
才
）

１
位　

松
本　

和
美

２
位　

尾
上
左
斗
子

・
女
子
１
、５
０
０
ｍ
（
34
才
以
下
）　

３
位　

荒
木　

香
奈

・
男
子
４
０
０
ｍ
（
29
才
以
下
）

　

３
位　

山
本　
　

修

・
男
子
１
０
０
ｍ
（
30
才
〜
39
才
）

２
位　

梨
子
本
秀
房

・
男
子
１
０
０
ｍ
（
50
才
〜
59
才
）

３
位　

村
上　

喜
誠

・
男
子
１
０
０
ｍ
（
60
才
〜
69
才
）

１
位　

田
上　

秀
美

・
男
子
８
０
０
ｍ
（
50
才
〜
59
才
）　

１
位　

西
辻　

光
徳

・
男
子
１
、５
０
０
ｍ
（
29
才
以
下
）　

３
位　

杉
本　

健
悟

・
男
子
１
、５
０
０
ｍ
（
40
才
〜
49
才
）　

３
位　

田
頭　
　

稔

・
男
子
２
、０
０
０
ｍ
（
70
才
以
上
）　

２
位　

豊
田　

一
信

３
位　

酒
井　

光
清

・
男
子
３
、０
０
０
ｍ
（
30
才
〜
39
才
）　

１
位　

田
中　

誠
一

３
位　

前
田　

幸
敏 

・
男
子
３
、０
０
０
ｍ
（
60
才
〜
69
才
）　

１
位　

上
野　

安
幸 

○
個
人
の
部
【
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
】

・
男
子
走
高
跳
（
29
才
以
下
）

３
位　

金
森　

秀
益

・
男
子
砲
丸
投
げ
（
29
才
以
下
）

２
位　

元
村　

佳
広

・
男
子
砲
丸
投
げ
（
30
才
〜
39
才
）

３
位　

塩
山　

信
彦

・
男
子
砲
丸
投
げ
（
60
才
〜
69
才
）

１
位　

金
井　

成
典

・
男
子
円
盤
投
げ
（
50
才
〜
59
才
）　

３
位　

松
枝　

三
男

・
女
子
走
高
跳
（
34
才
以
下
）

３
位　

宮
辺　

智
美

・
女
子
砲
丸
投
げ
（
34
才
以
下
）

３
位　

木
村
可
奈
子▲力走する選手

　

こ
の
ほ
ど
生
前
の
地
方
自
治
に
対
す

る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
故
濵
岡
伸
一
さ

ん（
平
原
）
に
対
し
て
死
亡
叙
勲
旭
日
単

光
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

故
濵
岡
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
平

成
5
年
ま
で
の
12
年
間
に
わ
た
り
、
長

洲
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸

展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ご
家
族
の
方
が
代
理
で
授

章
さ
れ
ま
し
た
。

故
濵
岡
伸
一
さ
ん
に
死
亡
叙
勲
旭
日
単
光
章

〜
町
議
３
期
12
年　

地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
力
〜
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まちの話題まちの話題
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まちの話題まちの話題

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

赤
崎
区　

赤
崎
区
運
動
会

　

５
月
21
日
、
赤
崎
区
で
は
毎
年
恒
例
の

運
動
会
を
赤
崎
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
区
民
の
親
睦
と
健
康
づ

く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
年
で
23
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
１
５
０
人
が
参

加
し
て
様
々
な
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。「
区
民
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
が
図
れ
、

大
変
楽
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
も
行
い
た
い
で
す
。」と
城
戸
区
長
。▲競技の様子

　

６
月
４
日
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦

融
和
を
図
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
18
年
度
町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ

ー
大
会
が
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
男
子
16
チ
ー
ム
、
女
子
９
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
男
子
の
部　
　
　
　

■
女
子
の
部

　

優
勝　

赤　

崎
Ａ　
　

赤　

崎

　

２
位　

古　

城　
　
　

清
源
寺
Ｂ

　

３
位　

東
荒
神
Ｂ　
　

清
源
寺
Ａ

　

３
位　

腹
赤
新
町

赤
崎
区
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
!!
〜
町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〜

▲男女ともに優勝した赤崎区チーム

町
に
特
産
品
が
誕
生
!!
〜
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
商
工
会
が
開
発
〜

　

６
月
４
日
、
長
洲
中
学
校
体
育
館
で
、
第

40
回
玉
名
郡
市
特
殊
学
級
合
同
運
動
会
「
な

か
よ
し
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
運
動
を
通
し

て
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
及
び
地
域
へ

の
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

４
年
ぶ
り
に
長
洲
町
で
の
開
催
と
な
っ
た

こ
の
日
は
、
玉
名
郡
市
の
子
ど
も
た
ち
や
卒

業
生
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
こ
れ
ま

で
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム

第
40
回
玉
名
郡
市
特
殊
学
級
合
同
運
動
会
が
開
催
〜
親
睦
・
交
流
を
深
め
ま
し
た
〜

の
子
」・「
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
ク
サ
ー
」
な
ど
の

ダ
ン
ス
や
「
大
玉
コ
ロ
コ
ロ
」・「
オ
セ
ロ
ゲ

ー
ム
」
な
ど
の
団
体
種
目
を
一
生
懸
命
競
技

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
姿
に
、
会
場
内
の

友
達
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
な
ど
か
ら
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
町
内
の
中
学
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
運
営
に
参
加
し
ま
し

た
。

▲一生懸命頑張りました

今
町
区　

環
境
美
化
作
業

　

５
月
28
日
、
今
町
区
で
は
今
町
橋
周
辺

の
環
境
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

区
内
の
美
化
を
目
的
と
し
て
定
期
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
区
内
通
学
路
の
花
植
え
と

浦
川
護
岸
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
30
人
の
区
民
の
方
の
参
加
が

あ
り
、
役
割
分
担
に
従
っ
て
手
際
よ
く
行

わ
れ
ま
し
た
。「
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
短
時
間
で
作
業
が
終
わ
り
ま
し

た
。
作
業
後
の
き
れ
い
に
な
っ
た
護
岸
と

通
学
路
の
美
し
く
咲
い
た
花
を
見
て
、
今

後
も
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。」と
下
田
区
長
。

▲作業の様子

下
東
区　

環
境
美
化
作
業

　

５
月
28
日
、
下
東
区
で
は
環
境
美
化
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
区
内
の
美

化
と
区
民
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、約
１
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

区
内
の
主
要
道
路
の
空
き
缶
拾
い
や
草
取

り
、植
栽
の
剪
定
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
よ
う
に
大
規
模
な
道
路
の
美
化

作
業
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
短
時
間
で

作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
を
実
施
し
た
道
路
は
、
町
内
で
も

特
に
交
通
量
が
多
く
、
区
の
顔
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後
も
定
期
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。」と
塩
山
区
長
。

▲みんなで作業しました

上
町
区　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

　

６
月
４
日
、
上
町
区
で
は
環
境
美
化
作

業
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
40
人
は
、
始
め
に
区
内
の
道

路
の
ご
み
拾
い
と
中
央
公
園
の
草
刈
、
浦

川
河
川
敷
の
草
刈
を
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
央
公
園
に
約
２
０
０
本
の

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
の
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
「
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
区

内
の
道
路
な
ど
が
き
れ
い
に
な
り
、
ま
た

中
央
公
園
に
は
花
の
苗
を
い
っ
ぱ
い
植
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
。」と
玉
ノ
木
区
長
。

▲花植え作業の様子

　

６
月
22
日
、
町
商
工
会
（
大
﨑
正
志
会
長
）

で
は
、
同
事
務
所
に
て
今
回
開
発
し
た
新
商

品
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
度
同
女
性
部
（
谷
久
子
部
長
）

が
中
心
と
な
っ
て
手
掛
け
た
も
の
で
、
昔
な
が

ら
の
食
材
を
再
発
掘
し
、
現
代
の
味
覚
と
健

康
に
合
っ
た
い
も
が
ら
佃
煮
・
な
が
す
揚
げ
・

菜
種
油
・
合
わ
せ
醤
油
な
ど
第
１
弾
と
し
て

９
品
を
開
発
し
、
商
品
化
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
大
﨑
会
長
な
ど
関
係
者
約
20

人
が
出
席
し
て
式
典
が
行
わ
れ
、
谷
部
長
は

「
今
回
開
発
し
た
商
品
を
、
多
く
の
町
民
の
方

に
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
商

品
は
、
今
後
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
販
売

し
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
商
品
を

開
発
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
も
販
売
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

▲商品を説明する関係者
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ご
存
知
で
す
か
？
自
動
車

事
故
被
害
者
援
護
制
度

　

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
や

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支

給
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

　

保
護
者
が
、自
動
車
事
故
で
死
亡
、

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害（
自
賠
法

３
級
以
上
）と
な
っ
た
被
害
者
の
家

庭
の
遺
児
な
ど
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
、
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料

　

支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
・
脊
髄

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受

け
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
重
度
後
遺
障
害
者
を

抱
え
る
家
族
の
精
神
的
・
肉
体
的
並

び
に
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
せ　

（独）
自
動
車
事
故
対

策
機
構
熊
本
支
所（

０
９
６
・
３

　

２
２
・
５
２
２
９
）

■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号 休日在宅医
月　日 在　宅　医

７月２日㈰ 田宮二郎内科（東荒神） 78-2150

７月９日㈰ 田宮春生堂医院（上　町） 78-0551

７月16日㈰ 西岡外科医院（清源寺） 78-2200

７月17日㈪ 淡河・黒田医院（駅　通） 78-6517

人のうごき
平成 18年５月末日現在

　　 人　口　17,705人　（△ 35）
　　 　　男　  8,509人　（△ 31）
　　 　　女　  9,196人　（△ 4）
　　 世帯数　  6,404世帯（   　5）

※（　）内は前月比

農薬容器（産業廃棄物）を回収します
　使用済み農薬空容器の焼却・廃棄は、違法
です。このため、ＪＡたまなでは、今年も次
のとおり容器回収を行うことになりました。
　詳しくは、お問い合せください。
■と　き　７月 19日㈬  午前９時～午後４時
■ところ　ＪＡたまな長洲供給センター
　　　　　（永方）
■問い合せ
　ＪＡたまな購買部
　（  723193）

労災年金福祉協会をご存知ですか？

　（財）労災年金福祉協会では、労災年金を
受給されている方々の福祉の増進を目的とし
て、労災年金相談所を開設しています。
　労災年金制度のことを始めとして、日常生
活での分からないことや困ったことなどがあ
りましたら、お気軽にご相談ください。
　相談内容の秘密は厳守され、費用は無料で
す。
　なお、相談をされる場合は、年金証書の番
号と氏名、住所をお知らせください。
■問い合せ　㈶労災年金福祉協会熊本労災年
金相談所（ 096・352・8700）

～あったか家族講座を行います～
　熊本県では、より良い親子関係を築く契機
となること、及び子育てに自信が持てない親
の能力向上を図ることを目的として、地域、
企業、団体が開催する青少年の育成や家庭教
育に関する講座に講師を派遣する「あったか
家族講座事業」を実施します。
　参加者 10人以上の講座に、講師を派遣し
ます。詳しくは、お問い合せください。
■申し込み・問い合せ　県庁交通安全・青少
年課（ 096・333・2294）

お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

皆
さ
ん
は
、
検
察
審
査
会
と
聞

い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お

持
ち
に
な
り
ま
す
か
？

　

検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
審
査

会
法
に
基
づ
い
て
戦
後
ま
も
な
く

ス
タ
ー
ト
し
た
国
の
制
度
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
自

体
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が

一
般
国
民
を
代
表
し
て
検
察
官
が

被
疑
者（
い
わ
ゆ
る
容
疑
者
）
を
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と（
不
起
訴

処
分
）の
是
非
を
審
査
す
る
こ
と
が

主
な
仕
事
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
検
察
審
査
員
ま
た

は
補
充
員（
検
察
審
査
員
に
欠
員
が

生
じ
た
と
き
に
こ
れ
に
代
わ
っ
て

検
察
審
査
員
の
仕
事
を
す
る
人
）と

し
て
選
ば
れ
た
人
は
数
多
く
お
り
、

国
民
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

■
検
察
審
査
員
は
ど
の
よ
う
な
仕

　

事
を
す
る
の
で
し
ょ
う
？

　

た
と
え
ば
、
交
通
事
故
や
詐
欺

な
ど
で
犯
人
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ

た
場
合
、
事
件
を
裁
判
に
か
け
る

か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
の
は
検

察
官
の
仕
事
で
す
。
こ
の
検
察
官

の
判
断
が
正
し
く
行
わ
な
け
れ
ば

犯
人
は
処
罰
を
免
れ
被
害
者
は
泣

き
寝
入
り
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
検
察
官
の
判
断
が

正
し
い
か
ど
う
か
を
検
察
審
査
員

が
、
国
民
の
代
表
と
し
て
審
査
す

る
わ
け
で
す
。

　

審
査
は
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

た
人
や
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た

人
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を

不
服
と
し
て
検
察
審
査
会
に
申
し

立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
始
め
ら
れ

ま
す
が
、
検
察
審
査
会
に
は
独
自

の
職
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
被

害
者
な
ど
か
ら
申
し
立
て
が
な
く

て
も
検
察
官
が
不
起
訴
に
し
た
事

件
を
取
り
上
げ
て
審
査
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
立
て
や
相
談
の
費
用
は
？

　

申
し
立
て
や
相
談
に
一
切
費
用

は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
最
寄
り
の

検
察
審
査
会
ま
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
荒
尾
市
・
玉
名
市
・

玉
名
郡
を
管
轄
す
る
検
察
審
査
会

は
、
玉
名
検
察
審
査
会
で
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
検
察
審
査
会

（
熊
本
地
方
裁
判
所
玉
名
支
部
構

内
）（

72
３
０
３
７
）

営
業
所
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
九
州
電
力
株
式
会

社
で
は
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

玉
名
営
業
所
の
電
話
番
号
を
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

番
号
を
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

九
州
電
力
株
式
会

社
玉
名
営
業
所（

０
１
２
０
・
９

　

８
６
・
６
０
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
新
築
住
宅
に
つ

い
て
は
６
月
１
日
か
ら
、
現
在
あ

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改

正
は
、
住
宅
火
災
で
の
死
者
の
半

数
近
く
が
夜
間
で
あ
り
、
警
報
器

の
義
務
化
は
、
就
寝
中
の
火
災
発

生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

早
め
の
取
り
付
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
火
災
警
報
器
は
、
寝
室
や

階
段
・
廊
下
に
設
置
す
る
煙
式
火
災

警
報
器
と
台
所
に
設
置
す
る
熱
式

火
災
警
報
器
が
あ
り
ま
す
。
価
格

は
、
１
個
当
た
り
５
、０
０
０
円
〜

１
０
、０
０
０
円
程
度
で
す
。
機
器

取
扱
店
に
つ
い
て
は
、大
型
電
気
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防
設
備
機

器
取
扱
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、

悪
質
な
訪
問
販
売
が
出
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
手
口
と
し
て
は
、

①
消
防
職
員
、市
町
村
職
員
を
装
う
、

②
設
置
し
な
い
場
合
、
罰
金
・
罰
則

を
強
調
す
る
、
③
特
別
価
格
と
称

し
て
、
高
額
で
販
売
す
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
消
防
職
員
な
ど
が
、

訪
問
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

有
明
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課（

73

５
２
７
１
）

試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
ま
す

　

12
月
１
日
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
総
合
・

教
育
）・
民
放
４
社
の
熊
本
局（
金
峰

山
）よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
７

月
１
日
か
ら
民
放
４
社
の
試
験
電

波
が
、
ま
た
８
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ（
総
合
・
教
育
）
も
試
験
電
波
が

発
射
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
を
受
信
し
て
い
る
戸
建
の

視
聴
者
の
方
や
集
合
住
宅
な
ど
の

共
同
受
信
設
備
の
一
部
で
は
、
テ

レ
ビ
画
面
が「
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
」「
雪

が
降
っ
て
い
る
よ
う
な
」
症
状
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
症
状
が
出
た
場
合
は
、
対
策
員

が
伺
っ
て
症
状
を
確
認
し
、
対
策

を
行
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
対
策
員
は
、「
受
信
対
策
員
証
」

と「
腕
章
」
を
携
帯
、
着
用
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
対
策
員
が
金
銭
を
請
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
せ　

㈳
電
波
産
業
会
熊

本
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

　
（

０
１
２
０
・
０
４
０
・
９
７
９
）
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学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
運
営
委
員
を
募
集
!!

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
運
営
委
員
を
募
集
!!

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
２

年
間
文
部
科
学
省
指
定
に
よ
る
学

校
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、学
校
評
価
の
あ
り
方
、

並
び
に
進
行
・
管
理
に
つ
い
て
広

く
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
、「
街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、

人
づ
く
り
は
学
校
づ
く
り
」
の
観

点
で
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
公
募
委
員
の
ほ

か
に
学
校
推
薦
者
、
学
校
教
育
関

係
者
な
ど
14
人
の
委
員
で
委
員
会

を
構
成
し
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

５
人

■
任　

期　

平
成
19
年
３
月
31
日

　
（
再
任
も
可
）

■
会
議
予
定　

３
回
程
度（
平
日

昼
間
の
開
催
で
１
回
に
つ
き
２

時
間
程
度
）

■
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
長
洲
町
に
在
住
す
る
方

②
応
募
す
る
日
に
お
い
て
満
20
歳

以
上
の
方

③
平
日
の
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

④
学
校
教
育
に
関
し
て
興
味
が
あ

る
方

■
締
切
日　

７
月
14
日
㈮
必
着

■
応
募
方
法　
「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
に
つ
い
て
私
が
望
む
こ

と
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文（
原

稿
用
紙
１
枚
程
度
）
と
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し

て
、
学
校
教
育
課
宛
郵
送
も
し

く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

教
育
委
員
会
に
お

い
て
選
考
し
、
決
定
後
、
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

学

校
教
育
課（
内
線
３
１
１
）

〜
環
境
に
優
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
〜

　

平
成
17
年
度
に
収
集
さ
れ
た
ご

み
の
量
は
、
全
体
で
３
、２
５
６
㌧

で
し
た
。
こ
れ
を
平
成
16
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
、
72
㌧
が
削
減
さ

れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
量
は
、

平
成
17
年
度
が
２
、８
８
４
㌧
で
、

平
成
16
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、

56
㌧
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
や

生
ご
み
処
理
機
の
活
用
な
ど
に
よ

っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
結

果
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
出
さ
れ
て
い
る
指
定

ご
み
袋
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
十

分
に
利
用
価
値
の
あ
り
そ
う
な
も

の
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
出
来
る
ご

み
の
減
量
化
の
方
法
と
し
て
次
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
普
段
の
買
い
物
を
す
る
と
き
、

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
。ま
た
、

不
要
な
包
装
は
断
る
。

●
積
極
的
に
詰
め
替
え
が
出
来
る

製
品
を
購
入
す
る
。

●
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
す
る
。

　

ま
た
、
現
在
長
洲
町
に
は
、
約

６
、４
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
て
お

り
、
例
え
ば
レ
ジ
袋（
Ｌ
Ｌ
サ
イ

ズ
）
を
平
均
週
に
１
枚
減
ら
す
こ

と
が
出
来
る
と
、
年
間
に
レ
ジ
袋

３
３
２
、８
０
０
枚
の
削
減
が
出
来

ま
す
。
こ
れ
は
、
製
造
す
る
と
き

に
使
う
石
油
６
、８
５
６

、
製
造

と
燃
焼
す
る
と
き
に
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
１
７
、７
０
５
㎏
、
最

終
的
な
廃
棄
処
理
量
３
、３
２
８
㎏

に
相
当
し
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
く

ら
い
大
丈
夫
と
思
わ
ず
に
、
出
来

る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

　

１
３
１
〜
１
３
２
）

【前年度との比較】

ごみ収集量（単位：トン）
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最
近
、
放
さ
れ
た
犬
に
よ
る
咬

傷
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
に
は
、
熊
本
市
内
の

路
上
で
土
佐
犬
に
か
ま
れ
女
性
が

死
亡
す
る
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

犬
は
、絶
対
に
放
し
飼
い
に
せ
ず
、

必
ず
係
留
し
て
飼
育
し
て
く
だ
さ

い
。
小
さ
い
犬
で
も
放
し
飼
い
を

す
る
と
、
子
ど
も
が
怖
が
り
事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
は
、
感
染
す
る

と
人
も
動
物
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
死

亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
現

在
わ
が
国
に
は
発
生
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
海
外
で
は
依
然
と
し
て
発

生
し
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
と
の
交
流
が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
い
つ

狂
犬
病
が
発
生
し
な
い
と
も
限
り

ま
せ
ん
。
犬
を
飼
う
場
合
は
、
生

涯
一
度
の
登
録
を
行
い
、
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
と
、
猫
の
放
し
飼
い
に
対

す
る
苦
情
も
増
え
て
い
ま
す
。
室

内
飼
育
で
は
猫
が
か
わ
い
そ
う
だ

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
猫
に

は
素
晴
ら
し
い
適
応
力
が
あ
り
、

慣
れ
て
し
ま
え
ば
そ
の
環
境
の
中

で
快
適
に
生
活
し
、
上
下
運
動
も

得
意
な
た
め
室
内
で
も
運
動
不
足

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

猫
を
放
し
飼
い
に
す
れ
ば
、
な

わ
ば
り
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
室

内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
現
在
、
散
歩
中
の
犬
や

放
し
飼
い
の
猫
の
糞
害
に
よ
り
、

公
園
や
道
路
が
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

散
歩
に
行
く
と
き
は
、
き
ち
ん

と
リ
ー
ド
を
つ
け
、
糞
の
後
始
末

が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
責
任

を
持
っ
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

　

捨
て
ら
れ
た
犬
・
猫
は
、
の
ら
犬
・

の
ら
猫
と
な
っ
て
不
幸
な
一
生
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
犬
・
猫
も

家
族
の
一
員
と
し
て
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ　

有
明
保
健
所（

72

　

２
１
８
４
）

募　

集

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
受
講
者
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習

会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

９
月
13
日
㈬
〜
10
月

19
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

県
民
交
流
館
パ
レ
ア

■
内　

容　

初
心
者
を
対
象
と
し

た
表
計
算
ソ
フ
ト「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
」、
パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の

検
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
資
格　

必
ず
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
申
込
資
格
を
満
た

し
た
方
の
み
応
募
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料（
但
し
、
教
材
費
・

検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
定　

員　

20
人（
選
考
に
よ
り
受

講
者
を
決
定
）

■
申
し
込
み　

８
月
10
日
㈭
、
11

日
㈮
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ま
で
に
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６
・

　

３
５
５
・
４
３
０
９
）

特
定
保
育
事
業
を
始
め

ま
し
た

　

町
で
は
、
保
護
者
の
勤
務
形
態
、

職
業
訓
練
、
就
学
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
、
一
定
程
度
の
日
時(

１
ヵ

月
あ
た
り
概
ね
64
時
間
以
上)

に
つ

い
て
家
庭
保
育
が
困
難
と
な
る
児

童
を
お
預
か
り
す
る
特
定
保
育
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
の
方
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
の
間
で
必
要
と
さ
れ
る

時
間

■
と
こ
ろ　

上
沖
洲
保
育
所
・
清
里

保
育
所

■
利
用
料
金　

月
額
保
育
料
＋
給

食
費

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

子
育

て
支
援
課（
内
線
１
８
２
）

シ
ャ
ク
獲
り
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

　

熊
本
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
シ

ャ
ク
獲
り
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
23
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時（
雨
天
決

行
）

■
と
こ
ろ　

松
原
海
岸（
玉
名
市
岱

明
町
）

■
主　

催　

熊
本
県
玉
名
地
域
振

興
局

■
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
子

■
参
加
料　

１
０
０
円
程
度（
大
人

と
子
ど
も
の
１
日
保
険
代
な
ど
）

■
服　

装　

シ
ャ
ク
獲
り
の
で
き

る
服
装（
汚
れ
て
よ
い
服
装
）
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

着
替
え
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
っ
て
く
る
も
の　

各
自
弁
当

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
シ
ャ

ク
獲
り
用
の
筆
を
持
っ
て
い
る

方
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

子
育
て
支
援
課
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

載
し
て
、
玉
名
地
域
振
興
局
福

祉
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、電
話
で
も
結
構
で
す
。

■
申
込
期
限　

７
月
７
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

玉
名
地

　

域
振
興
局
福
祉
課（

74
２
１
３

　

４
）、
子
育
て
支
援
課（
内
線
１
８

　

２
）

保
育
講
習
会
を
開
催

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
楽
し
く

子
育
て
を
で
き
る
よ
う
地
域
で
応

援
す
る
た
め
、
来
年
４
月
か
ら「
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
近
所
の
仲
良
し
さ

ん
同
士
で
、
子
供
を
預
け
た
り
、

預
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
活
動
は
、
難
し
い
事
や
面

倒
な
事
は
嫌
だ
け
ど
、
何
か
社
会

参
加
を
し
た
い
と
い
う
思
い
や
ご

近
所
さ
ん
と
の
関
係
を
、
地
域
の

子
育
て
支
援
に
結
び
付
け
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
対　

象　

町
内
在
住
の
成
人
で

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
費　

用　

受
講
料
は
無
料
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（

78
４
１

　

０
０
）
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行
財
政
改
革
通
信
№２

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
を
策
定

し
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。「
行
財
政
改
革

通
信
」
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
現
状
や
、
改
革
の
進
め
方
を
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ス
ト 

… 

住　

民

■
「
行
男
」さ
ん　

  

「
政
子
」さ
ん

■
「
長
洲
太
郎
」さ
ん
…
町
職
員

テ
ー
マ

　

「
今
を
頑
張
り
、
明
日
の
長
洲
を

　

み
ん
な
で
創
ろ
う
」

前
回
長
洲
町
の
行
財
政
改

革
に
関
し
て
、
い
ろ
い
ろ

と
説
明
し
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
も

っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
ね
。

そ
う
ね
。
ま
ず
、
役
場
は

改
革
に
つ
い
て
ど
ん
な
形

で
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
。

役
場
で
は
、
行
財
政
改
革

推
進
・
検
討
部
会
及
び
作

業
班
を
編
成
し
、
行
財
政
面
に
お

い
て
の
改
革
・
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
討
さ
れ
た
意
見
を

基
に
、
町
長
以
下
課
長
で
組
織
さ

れ
る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
で

検
討
を
行
い
取
組
事
項
の
決
定
、

進
捗
状
況
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
民
間
の
委
員
さ
ん

か
ら
な
る
行
財
政
改
革
推
進
委
員

会
で
も
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
自
ら
も
行
財
政
改

革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
議
会
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
形
で
検
討
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

検
討
さ
れ
る
ば
か
り
で
、

実
際
に
効
果
が
出
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
が
重
要
な
の
で
す
。

検
討
ば
か
り
で
実
践
さ
れ

ず
、
効
果
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
で
す
か
ら
ね
。

そ
う
そ
う
、
ど
れ
く
ら
い

経
費
的
な
効
果
が
出
て
い

る
の
で
す
か
。

概
算
で
す
が
、
平
成
17
年

度
当
初
予
算
と
平
成
18

年
度
当
初
予
算
を
比
較
し
て
金
額

面
で
約
１
億
２
千
万
円
の
経
費
効

果
が
出
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て

一
番
大
き
な
も
の
が
人
件
費
で
約

６
千
７
百
万
円
（
特
別
職
・
職
員
分

５
千
７
百
万
円
、
議
会
分
１
千
万

円
）
で
す
。
そ
の
他
、
費
用
弁

償
・
報
酬
、
事
務
事
業
見
直
し
約

１
千
万
円
、
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
約
１
千
９
百
万
円
、
補
助

金
の
見
直
し
約
８
百
万
円
、
公
共

施
設
の
運
営
見
直
し
約
６
百
万
円
、

そ
の
他
約
１
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

１
億
２
千
万
円
！
結
構

効
果
が
出
て
い
る
ん
で
す

ね
。

そ
り
ゃ
そ
う
よ
。
い
ろ
ん

な
面
で
負
担
が
増
え
て
い

る
も
ん
。確

か
に
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
よ
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
負
担
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
財
政
状
況

は
厳
し
い
の
で
す
。
住
民
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
改
革
は
進
み
ま
せ
ん
。

そ
う
ね
。
役
場
だ
け
に
押

し
付
け
て
も
、
私
た
ち
住

民
一
人
ひ
と
り
が
も
う
少
し
考
え

な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。
一
人
の

力
は
小
さ
く
て
も
、
ま
と
ま
れ
ば

大
き
な
力
と
な
る
か
ら
ね
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
革
は

い
つ
ま
で
続
く
の
。
い
つ

に
な
っ
た
ら
、
財
政
が
健
全
化
す

る
の
で
す
か
。

町
は
、
昨
年
11
月
の
住
民

説
明
会
で
今
後
10
年
間
の

財
政
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
が
、

急
激
な
回
復
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

将
来
の
予
測
は
先
に
な
れ
ば
先
に

な
る
程
難
し
い
も
の
で
す
。
財
政

計
画
は
、
毎
年
見
直
し
て
確
か
な

も
の
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

に
も
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
の
額
の
影
響
も
大
き
い
で

す
か
ら
。20

年
前
に
、
長
洲
町
が
こ

ん
な
風
に
な
る
と
は
誰
も

思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ね
。

そ
う
ね
。
し
か
し
、
今
進
め

て
い
る
取
り
組
み
が
い
つ

か
は
き
っ
と
い
い
方
向
に
影
響
す

る
と
思
う
わ
。
改
革
を
進
め
て
い

く
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
い
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
う
け
ど
、
一

つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
５
年
先

10
年
先
に
結
果
と
し
て
現
れ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
す
ぐ
に
は

結
果
が
で
な
く
て
も
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
つ
こ
つ
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
今
を
頑
張
り
、
明
日
の
長
洲
を
み

ん
な
で
創
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。＊

行
財
政
改
革
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課
（
内
線
２
２

　

１
）

平
成
18
年
度
消
防
設
備

士
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
で
は
、
消
防
法
第
17
条

の
９
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

熊
本
県
知
事
か
ら
委
任
を
受
け
た

平
成
18
年
度
消
防
設
備
士
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
甲
種
特
類
）

■
と　

き　

９
月
３
日
㈰

■
と
こ
ろ　

熊
本
市

■
受
付
期
間

　

８
月
４
日
㈮
〜
10
日
㈭

（
甲
種
特
類
を
除
く
甲
種
及
び
乙
種

全
類
）

■
と　

き　

９
月
10
日
㈰

■
と
こ
ろ　

熊
本
市

■
受
付
期
間

　

８
月
４
日
㈮
〜
８
月
10
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

㈶
消

　

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

　

支
部（

０
９
６
・
３
６
４
・
５
０

　

０
５
）

親
子
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

見
学
会
参
加
者
募
集
!!

　

熊
本
県
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
次
の
と
お
り
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
12
日
㈬

ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ―

ｍ

ａ
ｉ
ｌ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

７
月
30
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

阿
蘇
車
帰
風
力
発
電

所
な
ど

※
集
合
、
解
散
は
県
庁

■
対
象
者　

小
学
４
〜
６
年
生
と

そ
の
保
護
者

■
参
加
料　

無
料（
弁
当
は
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒

８
６
２―

８
５
７
０（
住
所
不
要
）

県
庁
環
境
政
策
課（

０
９
６

･

３
３
３･

２
２
６
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
６･

３
８
３･

０
３
１
４
、

E
-m
ail kankyouseisaku@

pref.

kum
am
oto.lg.jp

）

園
芸
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
た
び
、
㈳
長
洲
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年
度

第
１
回
目
の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
と
し
て
園
芸
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

　

草
花
の
栽
培
に
興
味
が
あ
る
方

は
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　

き　

７
月
19
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

■
講　

師　

濱
村
隆
喜
氏（
平
原

区
）

■
費　

用　

無
料

■
申
込
期
限　

７
月
12
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

長
洲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（

78
４
６
４
２
）

マ
イ
・
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

熊
本
県
で
は
、
マ
イ
・
リ
バ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
県
が
管
理

す
る
河
川
の
清
掃
や
除
草
な
ど
の

美
化
活
動
を
行
う
個
人
・
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
県
と
の
協
定
を

結
ん
で
い
た
だ
い
た
個
人
・
団
体
に

は
、
軍
手
や
ご
み
袋
な
ど
の
清
掃

用
具
を
提
供
す
る
ほ
か
、
傷
害
保

険
の
加
入
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

県
庁
河
川
課（

０

　

９
６
・
３
３
３
・
２
５
０
８
）

国際交流友の会交流会のお知らせ
　長洲町国際交流友の会では、昨年、世界遺

産に登録されたドイツ・ザクセン州の州都ド

レスデンに 1年間滞在した会員の生活体験談

をもとに、ドイツの芸術・文化、あるいは戦

後や今のドイツを語る交流会を開催します。

　興味のある方は、ぜひ参加してみませんか。

■と　き　７月９日㈰

　　　　　午後１時 30分～午後３時 30分

■ところ　長洲町中央公民館（１階視聴覚室）

■参加料　無料

■問い合せ　長洲町国際交流友の会事務局

　　　　　　（まちづくり課内）（内線 232）

ビジネス・キャリア試験を実施します

　熊本県職業能力開発協会では、ビジネス・

キャリア試験を次のとおり実施します。

　これは、今、企業で求められ、社外でも通

用する職務の遂行に必要な専門知識や実務能

力を評価する試験制度です。試験には、職務

分野を 140のユニットに分け、専門知識や実

務能力を評価するビジネス・キャリア・ユニ

ット試験（ビジネス・キャリア制度修了認定

試験）と職務分野全般に求められる広範囲な

専門知識とその応用力、企画力を評価する上

級レベルのビジネス･キャリア･マスター試験

（ホワイトカラー職務能力評価試験）があり

ます。

　詳しくは、お問い合せください。

■と　き

　○ビジネス・キャリア・ユニット試験

　　９月 30日㈯・10月 1日㈰

　○ビジネス・キャリア・マスター試験

　　10月 1日㈰

■受付期間

　７月 19日㈬～８月２日㈬

■問い合せ　熊本県職業能力開発協会

　（ 096・384・1711）
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税
金
で
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
住
み
よ
い
暮
ら
し

く
ら
し
の
税
情
報

※この標語は、昨年度
腹栄中学校が租税教育
推進実践校として指定
され、生徒から募集し
た作品の中から選ばれ
た優秀作品です。

国
民
健
康
保
険
税

よ
く
あ
る
ご
質
問

国
民
健
康
保
険
税

Ｑ
１　

な
ぜ
国
保
に
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

国
保
や
、
社
会
保
険
な
ど

の
医
療
保
険
に
は
、
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
保
は
、
み
ん
な
が
助
け
あ

う
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

で
、
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
で
も
、
す
べ
て
の
人
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ
２　

私
は
、
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
私

宛
に
納
付
書
が
届
い
た
の
で
す

が
？

Ａ　

国
保
で
は
、
一
人
ひ
と
り

が
被
保
険
者
で
す
が
、
加
入
は

世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
世
帯
主
本
人
が
職
場

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
て
国
保
の
加
入
で
は
な
い
場

合
で
も
、
家
族
に
1
人
で
も
国

保
加
入
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税

の
納
税
義
務
は
そ
の
世
帯
の
世

帯
主
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
は
、

世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

Ｑ
３　

や
め
る
届
出
は
必
要
で

す
か
？

Ａ　

必
要
で
す
。
手
続
き
さ
れ

な
い
た
め
、
保
険
税
を
知
ら
ず

に
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４　

会
社
を
辞
め
て
か
ら
２

年
経
ち
ま
す
が
、
今
か
ら
国
保

に
加
入
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

国
保
税
を
納
め
る
の
は
、

国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資

格
を
得
た
月
か
ら
で
、
届
出
を

出
し
た
時
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
国
保

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
届
出
が
遅
れ
て
し
ま

っ
た
ら
、
加
入
資
格
を
得
た
時

点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５　

年
度
の
途
中
で
加
入
、

ま
た
は
脱
退
し
た
場
合
の
国

保
税
の
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？

Ａ　

月
割
り
で
次
の
よ
う
に
計

算
し
ま
す
。

作（腹栄中２年　
徳永　友紀さん）

　

国
民
健
康
保
険
税（
以
下「
国
保

税
」は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国

保
」）
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
お
金
で
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
国
保
税
を

出
し
合
う
こ
と
で
、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
時
で
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保

税
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

人
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
で
す
。

■
国
保
税
額
が
決
ま
る
ま
で

　

国
保
税
の
１
年
間
の
保
険
料
は
、

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
割
の
４
つ
の
項
目
を
も
と
に
算

出
し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
人
は
、
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
い
て
、

介
護
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
40
歳
以
上
、
65
歳

未
満
の
人
は
、国
保
税
の「
医
療
分
」

に「
介
護
保
険
分
」
を
合
わ
せ
た
保

険
料
と
な
り
ま
す
。

区　　分 ①医療分 ②介護保険分
＊ 40歳以上 65歳未満の人のみ

所　得　割（総所得金額－ 33万円）×税率（6.96％）（総所得金額－ 33万円）×税率（0.90％）

資　産　割 本年度固定資産税（土地＋家屋）×税率（50％） 本年度固定資産税（土地＋家屋）×税率（6.2％）

均　等　割 被保険者１人あたり　22,600円 被保険者１人あたり　6,200円

平　等　割 １世帯あたり　23,000円 １世帯あたり　3,700円

最高限度額 53万円 ９万円

※①医療分＋②介護保険分（＊ 40歳以上 65歳未満の人のみ）＝年間保険料

■
国
保
税
の
納
め
か
た

　

国
保
税
は
、
40
歳
以
上
、
65
歳

未
満
の
人
に
介
護
保
険
分
を
納
め

て
い
た
だ
く
な
ど
、
年
齢
に
よ
っ

て
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

●
40
歳
未
満
の
方

　

国
保
税
の
う
ち「
医
療
分
」
の
み

納
め
ま
す
。

●
40
歳
以
上
、
65
歳
未
満
の
方

　

国
保
税「
医
療
分
」に「
介
護
保
険

分
」
を
合
わ
せ
て
、
ひ
と
つ
の
国
保

税
と
し
て
納
め
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
方

　

国
保
税
の「
医
療
分
」と「
介
護
保

険
分
」は
別
々
に
納
め
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
介
護
保
険
料
は

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

■
医
療
費
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ

　

う
！

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
は
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療

費
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
を
圧
迫
し
、
国
保
税
を
引
き

上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心

が
け
、
医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ

う
!!

■
納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　

一
人
で
も
国
保
税
を
納
め
な
い

人
が
い
る
と
、
国
保
の
財
源
が
不

足
し
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
人

の
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
公
平
を
欠
く
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
分
割
納
付

な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
滞
納
の
ま

ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
納
付
方
法
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線
１
５

　

０
〜
１
５
５
）

　過去５年間の医療費の動向を見てみますと、平成 15年度から微
増傾向にあることがわかります。
　また、平成 17年度を見てみますと、１人当たりの国保税額は
65,588円ですが１人当たりの診療費は 405,669円となっており、そ
の差額は医療費が 340,081円と大きく上回っているのが現状です。
　町では、平成 14年度に作成した健康ながす 21プランに沿って「子
供から高齢者まで、いきいきと暮らせる住民主体の健康づくり」を
目指しています。
　健康づくりは予防対策が大切であるという観点から、乳幼児から
お年寄りまでを対象に健康相談、検診事業、また介護予防として体
力アップ体操など様々な事業を展開しています。
　住民の皆様には、そういった保険事業などを積極的に利用して自
分の健康管理を継続していただき、少しでも医療費が少なくなるよ
うご協力をお願いします。
※１人当たり診療費とは、診療費（入院・入院外・歯科）の費用額（一
　部負担金を含む）を年間平均被保険者数で除して得た数です。

途中で加入したら
年間保険料×加入した月から３月までの月数

12

途中で脱退したら
年間保険料×４月から脱退した前月までの月数

12

国保の１人当たり診療費と１人当たり国保税

6

7

8

0

10

20

30

40

500000

393,564

（万円）

（万円）

１人当たり国保税 １人当たり診療費

390,249 374,827 386,756 405,669

70,017

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

69,075

65,438

63,661

65,588
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住
民
税
の
定
率
減
税
の
廃
止

　

平
成
18
年
度
は
、
住
民
税
の
所

得
割
額
の
７
・
５
％
相
当
額（
上
限

２
万
円
）
を
減
税
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
制
度
が
廃
止
に
な
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
定
率
減
税
に
よ
る

税
額
控
除
前
の
所
得
割
額
が

８
０
、０
０
０
円
の
場
合
は
、
本

年
度
は
７
・
５
％
相
当
額
の
６
、０

０
０
円
を
減
税
し
て
７
４
、０
０

０
円
が
納
税
額
で
し
た
。

　

今
回
の
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ

り
、
６
、０
０
０
円
の
減
税
が
無

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
は
、
平
成

19
年
度
分
か
ら
の
住
民
税
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

た
ば
こ
税
の
税
率
改
正

　

旧
３
級
品
の
た
ば
こ
に
係
る
町

た
ば
こ
税
は
、
１
、０
０
０
本
に

つ
き
１
、４
１
２
円
で
し
た
が
、

１
、５
６
４
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

１
５
２
円
の
増
税
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
３
級
品
以
外
の

た
ば
こ
に
係
る
町
た
ば
こ
税

は
、
１
、０
０
０
本
に
つ
き
２
、

９
７
７
円
で
し
た
が
、
３
、２
９
８

円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
３
２
１

円
の
増
税
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
１
箱（
20
本
）
あ

た
り
の
改
正
額
は
、
町
た
ば
こ

税
が
６
・
４
２
円
・
県
た
ば
こ
税

が
２
・
１
０
円
・
国
た
ば
こ
税
が

８
・
５
２
円
で
、
た
ば
こ
１
箱
あ

た
り
、
合
計
で
17
・
04
円
増
え
る

改
正
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
は
、
７
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
予
定
納
税

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
予
定

納
税
第
一
期
分
の
納
期
限
は
、
７

月
31
日
㈪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
へ

は
、
６
月
中
旬
に「
予
定
納
税
額

の
通
知
書
」
を
送
っ
て
い
ま
す
の

で
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
一

期
分
の
金
額
を
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、
前

年
分
の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
な
ど
を
廃
業

し
た
り
災
害
で
財
産
に
損
害
を
受

け
た
り
し
た
た
め
、
本
年
分
の
納

税
額
が
前
年
分
よ
り
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
方
は
、
７
月
18
日
㈫

ま
で
に
予
定
納
税
の
減
額
の
承
認

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の

こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

不
正
ガ
ソ
リ
ン
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ガ
ソ
リ
ン
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
に

つ
き
揮
発
油
税
が
48
円
60
銭
、
地

方
道
路
税
が
５
円
20
銭（
合
計
53

円
80
銭
）課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
揮
発
油
税
な
ど
は
、
製

油
所
か
ら
出
荷
す
る
際
に
課
税
さ

れ
ま
す
が
、
例
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
の
販
売
店
に
お
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
に
灯
油
、
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
を
混
和
し
た
場
合
は
、
改
め

て
そ
の
全
量
に
対
し
て
揮
発
油
税

な
ど
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
増
量
行
為
が
脱
税
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
給

油
後「
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
に
く

く
な
っ
た
。
排
気
ガ
ス
の
色
や
臭

い
が
お
か
し
く
な
っ
た
。」、「
ガ
ソ

リ
ン
に
何
か
混
ぜ
て
い
る
と
い
う

噂
が
あ
る
。」
な
ど
と
い
っ
た
不
正

ガ
ソ
リ
ン
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

社
会
に
生
き
る
税

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

納
め
た
税
金
は
、
こ
の
活
動
の
財

源
と
し
て
、
私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
、
教
育
に
つ

い
て
見
て
み
ま
す
と
、
国
と
地
方

公
共
団
体
が
負
担
し
た
公
立
学
校

の
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
の
年

間
教
育
費（
平
成
15
年
度
）
は
、
小

学
生
84
万
５
千
円
、
中
学
生
93

万
８
千
円
、
高
校
生（
全
日
制
）
90

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確

保
に
欠
か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど

の
活
動
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち

に
と
っ
て
、
共
同
生
活
を
維
持
す

る
い
わ
ば「
会
費
」
で
あ
り
、
正
し

い
申
告
と
納
税
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
書

い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
税
務
署

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（

72

　

２
１
２
５
）

町
た
ば
こ
税

　

町
た
ば
こ
税
は
、
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
、
特
定
販
売
業
者

（
輸
入
業
者
）及
び
卸
販
売
業
者（
こ

れ
ら
を
総
称
し
て「
卸
販
売
業
者
な

ど
」と
い
い
ま
す
。）が
、
町
内
の
小

売
業
者
に
売
り
渡
し
た
た
ば
こ
に

対
し
て
か
か
る
税
で
す
。

■
納
め
る
人

　

納
税
義
務
者
は
、
卸
販
売
業
者

な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
た
ば
こ
の
小
売
価
格

に
は
、
す
で
に
た
ば
こ
税
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
税
金

を
負
担
し
て
い
る
の
は
、
消
費
者

で
す
。

●１箱（20本）に占めるたばこ税の額

住宅耐震改修による固定資産税
の減額について
　平成 18年度の税法改正により、一定の条
件を満たした住宅の耐震改修を行った場合
に、その家屋に係る固定資産税を減額する措
置が創設されました。詳しくは、お問い合せ
ください。
■対象住宅　昭和 57年１月１日以前から建
　っていた住宅
■工事費　30万円以上
■減額率　改修住宅の 120㎡相当部分に係る
　固定資産税を１／２に減額
■減額期間
○平成 18年～ 21年までの改修→３年間減額
○平成 22年～ 24年までの改修→２年間減額
○平成 25年～ 27年までの改修→１年間減額
■減額を受けるための手続き
　印鑑と現行の耐震基準に適合した工事であ
ることの証明書を持って、改修後３か月以内
に税務課まで提出してください。
■問い合せ　税務課（内線 151～ 153）

■
税
率
（
７
月
法
改
正
後
）

　

１
、０
０
０
本
に
つ
き
３
、２
９
８

円（
エ
コ
ー
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト

な
ど
の
旧
３
級
品
は
、
１
、０
０
０

本
に
つ
き
１
、５
６
４
円
）

〜
玉
名
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

〜
玉
名
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

〜
地
方
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ
〜

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
の
移
譲
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
て
、
今
回
地
方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
身
近
な
も
の
の
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
税
の
所
得
割
の
税
率

が
一
律
10
％
に
改
正
（
町

民
税
６
％
・
県
民
税
４
％
）

　

税
源
移
譲
に
よ
り
住
民
税
の
所

得
割
の
税
率
が
、
改
正
前
は
課
税

所
得
に
応
じ
て
５
％
・
10
％
・
13

％
の
３
段
階
で
し
た
が
、
一
律
10

％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
税
で
あ
る
所

得
税
の
税
率
も
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

　

所
得
税
は
最
低
税
率
の
10
％

が
５
％
に
引
き
下
げ
と
な
る
な

ど
、
４
段
階
か
ら
６
段
階
の
税
率

構
造
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
税
が
増
え
て

も
所
得
税
が
減
る
た
め
、「
住
民

税
＋
所
得
税
」
の
納
税
者
の
負
担

は
改
正
前
と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
は
、
平
成

19
年
度
分
か
ら
の
住
民
税
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

（
例
）夫
婦
子
ど
も
２
人
で
給
与
収

入
５
０
０
万
円
の
場
合

●
住
民
税

　

改
正
前　

７
６
、０
０
０
円

　

↓
改
正
後
１
３
５
、５
０
０
円

　

５
９
、５
０
０
円
の
増
税

●
所
得
税

　

改
正
前　

１
１
９
、０
０
０
円

　

↓
改
正
後
５
９
、５
０
０
円

　

５
９
、５
０
０
円
の
減
税

＊
負
担
増
減
額
は
０
円
で
す
。
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バンブーフェスタ2006
■と　き　７月 30日㈰　午前９時～午後２時
■ところ　高田濃施山公園 
■内　容　巨大そうめん流し、竹細工
教室、宝探し、スター☆ドーム展示、
特産品販売など 

■問い合せ　ＪＡ南筑後高田選果場
　野菜課（ 0944 ･ 22 ･ 4650）

高田町

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 2390561 船舶塗装工 ５人 18～ 50歳 207,000～ 299,000円
43040－ 2377861 介護職員 ２人 18～ 45歳 112,500円
43040－ 2502461 部品解体業務及び倉庫内整理 １人 不問 100,000～ 130,000円
43040－ 2485161 製缶・配管 １人 不問 180,000～ 312,000円
43040－ 2464561 一般事務（派遣） １人 不問 189,000円
43040－ 2405561 店員 ２人 18～ 45歳 250,000～ 350,000円
43040－ 2545461 溶接工及び見習い ３人 不問 211,200～ 246,400円
43040－ 2539861 介護スタッフ ２人 不問 150,000～ 270,000円
43040－ 2536561 工員 １人 不問 107,140円
43040－ 2518261 船舶塗装 ２人 18～ 40歳 200,000～ 400,000円
43040－ 2506161 工場内作業 ３人 18～ 50歳 138,000～ 161,000円
43040－ 2605661 ブレストレスコンクリートの工場内作業製品作り（請負） ５人 18～ 45歳 180,000～ 230,000円
43040－ 2598161 ケアマネージャー １人 不問 170,000～ 270,000円
43040－ 2571861 船コク取付け鉄工 ２人 18～ 35歳 152,000～ 216,000円
43040－ 2286561 足場職及び溶接工 ３人 18～ 60歳 180,000～ 280,000円
43040－ 2260461 青果物の集荷・納品・選果場の責任者 １人 18～ 30歳 170,000～ 220,000円
43040－ 2251561 准看護師 １人 18～ 50歳 177,000～ 185,000円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は６月 20日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

中島祇園祭り
　大蛇山、踊り山、獅子山、殿様行列が繰り出し、深夜まで歓
声と太鼓、鉦、囃子の音に包まれます。
■と　き　７月 22日㈯　午後５時～
■ところ　八

やつるぎ

剱神社周辺
　　　　　（西鉄天神大牟田線中島駅前）
■問い合せ　境照廣さん
　　　　　　（  0944・76・2572）

沖の石太鼓祭り
　その昔、柳川藩の出陣の時に打ち鳴らされた沖の石太鼓。２年に一
度行われるまつりは、掘割に船を浮かべて造られた舞台の上で、かが
り火をたきながら、勇壮に行われます。
■と　き　７月 29日㈯　午後７時～
■ところ　柳川橋横川下り水路
　（西鉄天神大牟田線柳川駅から徒歩５分）
■問い合せ　柳川市福祉事務所内
　藤丸さん（  0944・73・8111）

第37回自主文化事業「雑技の祭典と京劇スペシャル」
■と　き　８月５日㈯  １回目：午後２時～、
　２回目：午後６時 30分～
■ところ　玉名市民会館ホール
■前売券　一般 1,500円  高校生以下 1,000円
■当日券　一般 1,800円  高校生以下 1,200円
■問い合せ　玉名市民会館
　　　　　　（  73 5107）

火のアートと野外活劇「古墳祭」
　松明行列、卑弥呼の舞、神楽など古代の歴史ロ
マンを再現しています。幻想的な炎がきれいです。
■と　き　８月２日㈬　午後６時～
■ところ　肥後古代の森一帯
■問い合せ　町経済課（  86 3111）

柳川市
（平成 18年５月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

４・28 林　　優
ゆう き

喜 男 精　一 向　野

５・６ 高橋　来
る

姫
な

女 達　也 向　野

５・７ 古川　飛
ひりゅう

龍 男 稔 清源寺

５・８ 宮村　亜
あ

未
み

女 秀　孝 新　山

５・９ 西原　悠
ゆづき

月 女 浩 上沖洲

５・12 北崎　　羚
れい

男 邦　昭 古　城

５・16 中島　　凌
りょう

男 潤 宮　崎

５・21 上野　未
み

羽
う

女 祐　一 平　原

玉名市

平成 18年６月 20日現在
玉名公共職業安定所調べ

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催

　

み
ん
な
で
料
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
料

理
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
18
日
㈫
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
館

■
対　

象　

子
育
て
中
の
方
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
さ
れ

る
方（
子
ど
も
さ
ん
も
一
緒
に
ど

う
ぞ
）

■
募
集
人
数　

20
組

■
申
込
期
限　

７
月
14
日
㈮

■
材
料
代　

１
人
１
０
０
円（
１
歳

以
上
の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
）

■
内　

容　

夏
野
菜
の
ラ
ン
チ

■
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
ス
リ
ッ
パ(

調
理

室
用)

、
清
潔
な
布
巾
１
枚
、
米

半
合

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

す
こ

や
か
館（

65
７
５
１
５
）

有
明
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

人
は
誰
で
も
、
日
々
の
生
活
を

健
康
な
体
で
過
ご
せ
た
ら
、
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
は

ず
で
す
。

　

有
明
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
健
康
で
快
適
な
職
場
を
目

指
す
事
業
者
と
従
業
員
の
方
へ
の

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断

結
果
に
基
づ
い
た
健
康
管
理
に
関

し
て
の
指
導
や
助
言
、
ま
た
、
作

業
管
理
や
作
業
環
境
管
理
な
ど
に

つ
い
て
も
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
対　

象　

労
働
者
数
50
人
未
満

の
小
規
模
作
業
場
を
対
象
と
し

て
実
施
し
ま
す

■
相　

談　

医
師
が
対
応
し
、
相

談
は
無
料
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

有
明

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー（

72

３
０
５
０
）

生
衛
業
経
営
相
談
室
を
開
設

　

新
規
開
業
や
店
舗
の
新
築
・
改
装
、

支
店
開
設
で
融
資
希
望
の
方
、
及

び
売
上
げ
や
資
金
繰
り
な
ど
営
業

の
見
直
し
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方

へ
朗
報
で
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
無
料
で
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

７
月
24
日
㈪
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

有
明
保
健
所（

72
２

　

１
８
４
）

■
相
談
内
容

○
経
営
全
般
・
新
規
開
業
に
於
け
る

経
営
方
針
及
び
資
金
計
画

○
必
要
な
資
金
に
関
す
る
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
利
用
方
法

○
国
税（
所
得
税
、
贈
与
税
な
ど
）、

地
方
税
及
び
帳
簿
な
ど
の
記
帳

方
法

■
対
象
者　

生
活
衛
生
関
係
営
業

者
、
又
は
開
業
予
定
の
方（
飲
食

関
係
営
業
、
食
肉
販
売
、
理
容
、

美
容
、旅
館
ホ
テ
ル
、公
衆
浴
場
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
映
画
館
）

■
回
答
指
導
者　

中
小
企
業
診
断

士
、
指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
指
導

員
■
問
い
合
せ　

㈶
熊
本
県
生
活

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６
・
３
６
２
・
３
０
６
１
）

麻しん及び風しんの予防接種の制
度が再び変わりました！
　麻しん及び風しんの予防接種については、
４月の法改正により麻しん・風しん混合ワク
チンを、１～２歳未満、５～７歳未満（小学
校入学前の年長児）の２期に分けて２回接種
する方法に変わりました。
　また、６月の法改正により、麻しん風しん
の予防接種制度が再び変更になりました。変
更内容は、次のとおりです。
●平成 18年３月 31日以前の旧制度の予防接
種で、麻しん・風しん単独ワクチンの接種
を受けていた人も、安全性が確認されたた
め、２期において麻しん・風しん混合ワク
チンの接種対象となりました。
●ワクチンの種類については、混合ワクチン
に加え、麻しん・風しんの単独ワクチンも
定期接種として利用できることになりまし
た。
　１期の予防接種は、指定された医療機関で
個別接種となります。２期の予防接種に関し
ては、今年の秋ごろに集団接種を計画してい
ますので、個人ごとに改めて通知をします。
　また、１期及び２期の対象ともに、麻しん
または風しんの病気にかかったことがある場
合は、かかっていないほうの単独ワクチン接
種となります。
　詳しくは、お問い合せください。
■問い合せ　すこやか館（  65７５１５）

～健康づくり講演会Ⅱ～

■と　き　８月２日（水）
　　　　　午後１時 30分～午後３時
■ところ　すこやか館
■演　題「高血圧とくすり・薬の疑問」
　　　　　～くすりの正しい用い方～
■講　師　小松優子氏（薬剤師）
　※お気軽にご参加ください
■問い合せ　すこやか館（  65７５１５）

～幼児親子料理教室を開催～

■と　き　８月６日㈰  午前 10時～午後１時
■ところ　すこやか館
■募集人数　町内在住の３歳～６歳までの幼
児とその保護者 15組程度
■申込期限　７月 24日㈪（なお、定員にな
り次第締切ります）
■申し込み・問い合せ　子育て支援センター
　（  78４１００）

和水町
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竜
如
坊
杯
争
奪
肥
後
狂
句
大
会　

八
日
会

（
順
不
同
）

違
い
ま
す　

電
話
番
号
確
か
め
て

富
崎　

邦
子

何
も
か
も　

封
印
さ
れ
た
差
し
押
さ
え

塚
本　

清
流

乗
り
越
え
て　

主
治
医
も
笑
顔
見
せ
ら
し
た

田
上　

白
水

住
め
ば
都　

地
鳥
に
な
っ
た
渡
り
鳥

池
上　

静
月

何
も
か
も　

手
の
打
ち
よ
う
の
無
ァ
お
顔

浜
田　

紫
水

顔
色
な
し　

も
う
国
技
で
は
無
ァ
相
撲　

坂
本　

迷
人

一
大
事　

舟
が
鯨
に
蹴
ま
つ
れ
て

村
上　

一
灸

何
も
か
も　

貢
い
だ
あ
げ
く
う
し
て
ら
れ

龍
野　

敏
郎

一
大
事　

活
断
層
の
上
に
あ
る

池
本　

大
笑

窓
開
け
て　

介
護
の
床
に
娑
婆
の
風

上
村　

一
柳

す
ま
し
顔　

計
画
的
に
自
己
破
産

西
林　

一
粋

ゆ
る
ー
っ
と　

母
親
役
は
定
休
日

伊
藤　

一
升

何
も
か
も　

マ
マ
の
指
令
で
動
く
パ
パ

越
智　

寛
哲

７月の行事
期　日 内　　　容 場　　所

５日㈬～
26日㈬
毎週水曜

目的別トレーニング指導 トレーニング室

８日㈯ 社明弁論大会・善行者表彰式 ながす未来館

９日㈰ 子ども会ソフトボール大会 総合スポーツセンター

16日㈰
玉名郡民体育祭
（球技、格技、水泳）

玉名郡内各町

29日㈯ マリンスポーツ普及大会 Ｂ＆Ｇ艇庫

29日㈯
～

30日㈰
町長杯サッカー大会

金魚と鯉の郷広場
有明サッカー場

ふれあいと　対話が築く　明るい社会

社　明　弁　論　大　会
　大人も子どもも、夢や希望を持って支え合って生きていける
明るい地域づくりを目指すことが大切です。
　子どもたちによる明るい社会をめざす弁論発表が行われま
す。ご家族およびご近所お誘いあわせのうえ来場ください。（来
場記念として更生保護女性会より花苗が配付されます。）
　なお、当日は善行者表彰式も開催されます。
■と　き　７月８日㈯　午前 10時～
■ところ　ながす未来館　文化ホール
■弁論発表予定者（敬称略）
六栄小６年：坂本　裕樹（高　田）
　〃　〃　：寺地　貴紘（向　野）
長洲小６年：松村　美空（大明神）
　〃　〃　：栗原　瑞歩（東荒神）
清里小５年：濱北　　円（梅　田）
　〃　６年：元村安梨沙（梅　田）
腹赤小６年：森本　実里（腹　赤）
　〃　〃　：西林　克典（腹　赤）
腹栄中３年：関口あゆみ（平　原）
長洲中３年：浦野　雄也（松　原）
北稜高校３年：濱水　綾香（大明神）
玉名女子高校２年：塩山　愛理（東荒神）
■主　催　『社会を明るくする運動』実施委員会
■後　援　長洲町・長洲町教育委員会・各協賛団体
■問い合せ　生涯学習課

“長洲町生涯学習『輝き人材バンク』”の登録者を募集します！
　長洲町教育委員会では、ご自分の知識や経験、技術を登録し、町民のグループ（地域サークル・クラブ・ＰＴＡ・
子ども会・職場の仲間など）、あるいは、学校、公民館事業などの求めに応じ、指導してくださる方を募集します。
　資格の有無や住所・年齢・分野は問わず、どなたでも登録できます。（登録分野別一覧は下表のとおり）
　ただし、営利を目的とするものや政治・宗教活動、その他公序良俗に反する場合は登録できません。
　皆さん、自薦、他薦は問いません。お気軽にお申し込みください。お待ちしています！

【申し込み方法】
　中央公民館に備え付けの『長洲町生涯学習輝き人材バンク登録申込書』に必要事項を記入のうえ、中央公民
館内生涯学習課（  78 ００５３）まで申し込んでください。
　なお、問い合せなどについてもお気軽にお寄せください。

「長洲町生涯学習輝き人材バンク」登録分野別一覧
分類番号 指 導 分 野 指　　導　　内　　容

１ 趣味・生活文化
手芸、編み物、染物、囲碁、将棋、伝統文化（折り紙、竹細工、昔の遊びなど）、
木工工作、写真、園芸、盆栽、料理、和裁洋裁、茶道、華道、アートフラワー、
着付け、マジック、パソコン、切り絵、絵手紙、その他

２ スポーツ・レクリエーション
剣道、柔道、野球、サッカー、バレーボール、卓球、水泳、グラウンドゴルフ、テニス、
バドミントン、陸上、空手、少林寺拳法、太極拳、マリンスポーツ、野外活動、
その他

３ 健康 健康体操、リズムダンス、健康管理、薬草、ヨーガ、食生活指導、その他

４ 歴史 郷土史、現代史、地方史、考古学、古文書、文化財、その他

５ 文芸 短歌、俳句、川柳、漢詩、現代詩、民話、童話、その他

６ 美術・工芸 水彩画、油絵、水墨画、ちぎり絵、木版画、彫刻、木彫、陶芸、書道、拓本、ペン習字、
ペン画、籐工芸、その他

７ 音楽・演劇・舞踊
邦楽器演奏（尺八、琴、大正琴、三味線、太鼓など）、ピアノ、エレクトーン、ギター、
ハーモニカ、コーラス、民謡、詩吟、人形劇、日舞、社交ダンス、カラオケ、人形劇、
その他

８ 福祉・ボランティア 家庭看護、ボランティア活動、読み聞かせ、手話、点字、その他

９ 教育 就学前教育、青少年教育、家庭教育、高齢者教育、人権教育、その他

10 語学 英語、韓国語、中国語、フランス語、その他の語学

11 その他 自分の得意なこと

あなたの知識や経験・特技をまちづくりに活かしてみませんか？

夏休み弓道教室

参加者募集
　夏休みに弓道を楽しみませんか？
　親子での参加も大歓迎です。
■対象者　中学生以上
■定　員　20人
■と　き　７月 25日㈫～８月 29日㈫
　　　　　（計 11回）
　火曜日（夜の部）
　　午後６時 30分～午後８時
　木曜日（昼の部）
　　午後２時～午後３時 30分
　　※　昼の部・夜の部だけの参加可。
■ところ　長洲町弓道場
　（総合スポーツセンター内）
■参加費　1,000円
■申込期限　７月 15日㈯
■申し込み・問い合せ
　長洲町弓友会　佐々木　敏信
　（  78６５１９）

～水の中でリフレッシュしてみませんか～

水中エアロビクス教室　参加者募集
　泳ぎの不得意な人も、水に親しみながら、健康促進、スト
レス解消を目的とした教室です。
★と　き　７月 19日㈬～８月 28日㈪　計 10回
　　　　　毎週　月曜日・水曜日
　　　　　午後７時 30分～午後８時 30分
　　　　　※８月 14日㈪・８月 16日㈬は休校します。
★ところ　長洲町屋内温水プール
★対象者　長洲町在住の高校生以上の方　50人程度
★指導者　藤山みどりダンススタジオ（厚生大臣認定健康運動指導士）
★参加費　無料（但し、入場券または回数券をご購入下さい）
★申込期間　７月３日㈪～７月 14日㈮まで
★申し込み・問い合せ　総合スポーツセンター（  78４７７７）
※スポーツセンター内事務所にある参加申込書にご記入くだ
　さい。

週末、何してる？　　
　　　君も仲間に !!

ボーイスカウト

活動写真展
　ボーイスカウト長洲第１団では、ボ
ーイスカウト活動を広く知っていただ
くため、日ごろの活動の様子を撮影し
た写真展を次のとおり開催します。
　お気軽にご来場ください。
☆と　き　７月２日㈰～７月 16日㈰
☆ところ　ながす未来館　ロビー
☆問い合せ
　団 本 部：中島　（  78５９５３）
　団事務局：福島　（  78４０９７）
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日本映画を楽しもう！

 
今
月
の
読
書
会
・
お
は
な
し
会

○
読
書
会

■
と　

き　

７
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

研
修
室

■
テ
ー
マ　
「
南
原
幹
雄
」

○
夏
の
お
は
な
し
会 

■
と　

き　

７
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

研
修
室

偽
装
報
告

高
任  

和
夫
‥
著

　

リ
コ
ー
ル
隠
し
に
揺
れ
る
五
代
自
動
車
。
企

業
倫
理
の
崩
壊
と
男
た
ち
の
闘
い
。
三
菱
自

工
事
件
に
材
を
と
り
、
耐
震
偽
装
や
ラ
イ
ブ

ド
ア
事
件
と
も
通
底
す
る
企
業
の
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
の
恐
る
べ
き
現
実
の
描
く
経
済
小
説
。

空
高
く

チ
ャ
ン
ネ
・
リ
ー
‥
著

　

地
上
を
逃
れ
て
、
空
の
高
み
へ
。
眼
下
に
は
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
。
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
に
映
る
夏

の
空
。
愛
機
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
人
生
の
憂
さ
な

ど
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
だ
。
気
鋭
の
韓
国
系
ア

メ
リ
カ
人
が
描
く
、
波
瀾
に
み
ち
た
家
族
の
肖
像
。

あ
の
〜
、
そ
れ
は
違
法
行
為
で
す
け
ど
…

知
ら
な
い
う
ち
に
あ
な
た
は
犯
罪
者
？

牧
野　

二
郎
‥
著

　

メ
ー
ル
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、音
楽
・

映
像
…
。
日
常
的
に
身
の
回
り
に
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
検
討
。
ネ
ッ
ト
時
代
に
知
ら
な
い
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
。
犯
罪
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
知
っ
て

お
く
べ
き
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
法
律
の
知
恵
袋
。

爆
笑
問
題
の
風
説
の
ル
ー
ル

爆
笑
問
題
‥
著

　
「
愛
・
地
球
博
」「
旭
山
動
物
園
」「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

な
ど
、
過
去
１
年
間
に
起
こ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
や
流

行
・
現
象
に
、
爆
笑
問
題
の
ふ
た
り
が
漫
才
形
式
で

突
っ
込
み
を
入
れ
る
痛
快
・
時
事
コ
ラ
ム
第
６
弾
。

こ
ぐ
ま
園
の
プ
ッ
チ
ー

む
ろ
ふ
し  

き
み
こ
‥
さ
く

し
も
い  

ま
さ
こ
‥
え

　

今
日
は
、
プ
ッ
チ
ー
が
こ
ぐ
ま
園
に
入
園
す
る
日
。

お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
や
っ
て
き
た
プ
ッ
チ
ー

は
、
む
ね
が
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
…
。
こ
ぐ
ま

の
プ
ッ
チ
ー
が
、
こ
ぐ
ま
園
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を

し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
物
語
。

バ
ス
ラ
の
図
書
館
員

  

イ
ラ
ク
で
本
当
に
あ
っ
た
話

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
‥
絵
と
文

　

バ
ス
ラ
は
イ
ラ
ク
の
文
化
的
中
心
都
市
で
す
。
バ

ス
ラ
の
女
性
図
書
館
員
・
ア
リ
ア
さ
ん
は
、
戦
火
か

ら
図
書
館
の
本
を
守
ろ
う
と
、
街
の
み
ん
な
の
助
け

を
求
め
、
夜
、
３
万
冊
の
本
を
家
に
運
び
ま
す
。
図

書
館
が
焼
失
し
た
の
は
、
そ
の
９
日
後
で
し
た
…
。

ながす未来館文化ホール　７月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

　

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
〈
特
別
館
内
整
理
期
間
の
お
礼
〉

 　

特
別
館
内
整
理
期
間
中
は
、
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
ま
し
た
。
ご
協

力
に
よ
り
、
蔵
書
な
ど
の
整
理
と
点
検
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
〈
七
夕
貸
出
の
お
知
ら
せ
〉

 　

７
月
７
日
㈮
は
、
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７月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

７／８㈯
社会を明るくする運動弁論大
会

生涯学習課
（  78００５３）

9：30／ 10：00～ 13：00 無　　料

７／16㈰「音のおもちゃ箱」
島村　千種

（ 090-3077-9688）
12：00／ 12：30～ 19：00 無　　料

７／22㈯ 長洲町童話発表大会
生涯学習課

（  78００５３）
9：00／ 9：30～ 12：00 無　　料

７／ 28㈮
～ 30㈰

「日本映画を楽しもう！」
　　優秀映画上映会

 右ページをご参照ください。

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。
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ながす未来館自主事業のお知らせ

日本が誇る名作映画を一挙４本上映します！不朽の名作をご堪能ください。
なんと！500円で１日４本通してご鑑賞いただけます。

①　反逆児　1961年／東映
　監督：伊藤大輔　出演：中村錦之助
　・桜町弘子・岩崎加根子・佐野周二

②　次郎長三国志　1963年／東映
　監督：マキノ雅弘　出演：鶴田浩二
　・松方弘樹・山城新伍・長門裕之・津川雅彦

③　隠し砦の三悪人　1958年／東宝
　監督：黒澤明　出演：三船敏郎
　・上原美佐・千秋実・藤原釜足

④　白い巨塔　1966年／大映
　監督：山本薩夫　出演：田宮二郎
　・小川真由美・東野英治郎・船越英二

　上　　映　　プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム　
①反逆児　　　　　10:00～ 11:50　　②次郎長三国志　13:00～ 14:42
③隠し砦の三悪人　15:00～ 17:18　　④白い巨塔　　　18:00～ 20:30
 入場料金　　　1日通し券　500円　　　チケット発売日　７月１日㈯より
 プレイガイド　ながす未来館・花いっぱいの地球村・一茶園・町内郵便局
 主催・共催　　 優秀映画鑑賞推進事業実行委員会・長洲町・長洲町教育委員会・文化庁

　町内各小学校の代表者 12人による童話の発表会です。こ
の大会は、玉名郡・熊本県の童話発表大会の予選もかねて
います。子どもたちの練習の成果を是非ともご覧ください。
■と　き　７月 22日㈯　午前９時 30分～
■ところ　ながす未来館文化ホール
　※映画の上映会も行います。
　　トムとジェリー「アカデミー・コレクション」
■入場料　無　料
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　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
そして太りやすくなります。

　オクラ特有のぬめりは、ぺクチンという水溶性の食物繊
維と、ムチンなどの多糖類からできています。ぺクチンは
整腸作用があり、女性に多い悩み、便秘を解消させる働き
があります。また、ムチンは胃炎に効果的で、胃の粘膜を守
ります。飲酒のときに摂りたい野菜です。ほかβ―カロテン
やカルシウム、鉄分など、日頃不足しがちな栄養素を十分
に補える優秀な食材です。

〔作り方〕
①えのきだけは、根元を切り半分の長さに切ってほぐす。
しめじは、石づきをとって小房に分ける。

②オクラは塩でもみ、熱湯でさっとゆで冷水にとって、
小口切りにする。
③①のえのきだけとしめじを熱湯でさっとゆで、水気を
きる。
④大根は、すりおろして軽く水気をきっておく。うす口しょ
うゆとレモン汁をあわせておく。
⑤材料を全部あわせて和え、器に盛る。

〔材料（１人分）〕
えのきだけ　　　1袋
しめじ　　　　　1パック
オクラ　　　　　4本
大根　　　　　　300g
レモン　　　　　1/4個
うす口しょうゆ　大さじ1

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　28kcal
塩分　0.7ｇ
（＊塩ゆで分を除く）
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長洲町食生活改善推進員協議会

〈野菜編〉

松浦　智尋ちゃん
ちひろ

りょう

パパ　巨　樹さん
ママ　景　子さん〈松　原〉

　いつも元気いっぱいの笑顔で、家族みんなを幸せな気持
ちにしてくれます。音の遊びが大好きで、歌にあわせて鉄琴
をたたいたり、ニコニコしながら踊ります。ごはんをたくさ
ん食べて、健康で思いやりのある子に育って欲しいです。

長戸　　涼くん 長洲小 ３年〈東荒神〉

　好きな科目は、算数です。１年生の時から、サッカー
を頑張っています。将来は、サッカー選手になって、
ワールドカップに出場したいです。

～新駐在員紹介～

　このたび、磯町区では、皆さんとのパイプ役であ

る駐在員が決まりました。

　任期は、平成 20年３月 31日までの２年間です。

磯町区
岡崎　國雄（   78 ４０６８）

■問い合せ　総務課（内線 212）


